
国道２４号沿道の３２㌶の農地をつぶす産業立地計画

広大な敷地を物流センターが占める・・

農業生産額も把握せず　農地振興策は後回しで推進　
　

宇
治
市
は
現
在
、
「
国
道

２４
号
沿
道
地
区
」（
安
田

町
五
反
坪
、
安
田
町
鵜
飼
田
、
伊
勢
田
町
西
遊
田
） 

の
農
業
用
地
を
、
産
業
用
地
と
し
て
確
保
し
て
活
用

す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
進
捗
状
況
を
、

２
つ
の
常
任
委
員
会
に
報
告
し
ま
し
た
。
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市
が
産
業
立
地
を
進
め
る

区
域
は
、
本
来
、
農
業
振
興

地
域
で
土
地
利
用
転
換
が
で

き
な
い
エ
リ
ア
で
す
。

　

そ
の
た
め
市
は
、
国
の
地

域
未
来
投
資
促
進
法
（
以
下

「
促
進
法
」）
を
活
用
し
、
重

点
促
進
区
域
と
し
て
約

３２
㌶

を
確
保
し
、
そ
の
う
ち
約

１６

㌶
を
土
地
利
用
区
域
と
し
て

設
定
し
て
い
ま
す
（
左
図

参
照
）。　
　
　

　

市
は
、
昨
年
８
月
、
京

都
府
を
通
じ
て
国
に
「
促

進
法
」
に
基
づ
く
基
本
計

画
を
提
出
し
、
同
年
９
月
、

国
の
同
意
を
得
た
と

１０
月

に
開
催
さ
れ
た
市
民
環
境

常
任
委
員
会
に
報
告
し
ま

し
た
。

　

こ
の
計
画
を
進
め
る
た

め
に
は
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
変
更
が
必

要
で
す
。
市
は
、
産
業
戦

略
と
並
行
し
て
、
都
市
計

画
審
議
会
で
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
変
更
も
す
す
め
て

き
ま
し
た
。

　　

市
は
、
８
月

１９
日
に
開

催
さ
れ
た
産
業
・
人
権
環

境
常
任
委
員
会
、
同
月

３０

日
に
開
催
さ
れ
た
建
設
水

道
常
任
委
員
会
に
、「
促
進

法
」
に
基
づ
く
進
捗
状
況

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

質
疑
の
中
で
、
企
業
誘

致
に
つ
い
て
は
、

１０
社
か

ら
立
地
を
希
望
す
る
応
募

が
あ
っ
た
、
そ
の
内
の
１

社
は
物
流
施
設
で
、
残
り

は
市
内
と
市
街
の
業
者
が

半
々
で
あ
る
と
報
告
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
産
業
エ
リ
ア
と

し
て

３２
㌶
も
の
農
地
を
廃

止
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

当
該
地
の
農
業
生
産
額
を

掴
ん
で
お
ら
ず
、
農
地
の

廃
止
に
見
合
う
農
業
振
興

策
は
全
く
未
定
で
す
。

　

広
大
な
農
地
を
廃
止
す

る
の
に
、
市
の
農
業
を
担

う
農
業
委
員
会
の
意
見
も

聞
い
て
い
ま
せ
ん
。
都
市

計
画
審
議
会
で
の
審
議
の

中
で
、「
い
び
つ
な
形
で
農

地
を
切
り
離
せ
ば
、
農
地

が
死
ん
で
し
ま
う
」、「
市

は
本
当
に
農
業
を
大
事
に

す
る
気
が
あ
る
の
か
」
な

ど
、
厳
し
い
意
見
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
計
画
の
目
的

を
、「
市
内
の
事
業
者
か
ら
、

も
っ
と
広
い
敷
地
が
必
要
」

「
定
住
人
口
を
促
進
す
る
」

「
市
経
済
の
振
興
の
た
め
」

な
ど
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
計
画
地
の
半

分
以
上
を
物
流
セ
ン
タ
ー

が
占
め
、
本
当
に
産
業
振

興
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

小
倉
干
拓
地
は
、
長
年
、

農
業
が
営
ま
れ
、
多
様
な

生
物
が
生
息
し
、
雨
水
を

涵
養
す
る
地
で
す
。
温
暖

化
の
被
害
が
多
発
し
て
い

る
時
、
緑
の
保
水
地
を
潰

し
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

「国葬」中止、統一協会 徹底解明を「国葬」中止、統一協会 徹底解明を

ご意見を！


